
(57)【要約】

【課題】吸込口本体の前進時および後退時に生じる走行

荷重を軽減させることのできる吸込口体を提供する。

【解決手段】吸込口本体の底面には、塵埃吸込室に連通

した吸込開口が設けられている。本発明では、吸込口本

体の移動に伴って被清掃面Ｍとの間に生じる摩擦力によ

り回動駆動される回動体２０を、吸込開口の前方に回動

自在に設ける。この回動体２０の外周面には、回動体２

０の円周方向に沿って一側半周部ａと他側半周部ｂに分

割されて起毛布３０，３１が設けられ、一側半周部ａに

設けられた起毛布３０は、吸込口本体の前進時に被清掃

面Ｍに接触し、かつ毛先が吸込口本体後方へ向いた状態

で被清掃面Ｍに接触する起毛３０Ａを有し、他側半周部

ｂに設けられた起毛布３１は、吸込口本体の後退時に被

清掃面Ｍに接触し、かつ毛先が吸込口本体前方へ向いた

状態で被清掃面Ｍに接触する起毛３１Ａを有する。

【選択図】　　　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
塵 埃 吸 込 室 が 設 け ら れ 且 つ 底 面 に 前 記 塵 埃 吸 込 室 へ の 吸 込 開 口 が 設 け ら れ た 吸 込 口 本 体 と
、 前 記 吸 込 開 口 の 前 方 に 回 動 自 在 に 設 け ら れ 、 吸 込 口 本 体 の 移 動 に 伴 っ て 被 清 掃 面 と の 間
に 生 じ る 摩 擦 力 に よ り 回 動 駆 動 さ れ る 回 動 体 と を 備 え 、
前 記 回 動 体 の 外 周 面 に は 、 回 動 体 の 円 周 方 向 に 沿 っ て 一 側 半 周 部 と 他 側 半 周 部 に 分 割 さ れ
て 起 毛 布 が 設 け ら れ 、
前 記 一 側 半 周 部 に 設 け ら れ た 起 毛 布 は 、 前 記 吸 込 口 本 体 の 前 進 時 に 被 清 掃 面 に 接 触 し 、 か
つ 毛 先 が 吸 込 口 本 体 後 方 へ 向 い た 状 態 で 被 清 掃 面 に 接 触 す る 起 毛 を 有 し 、
前 記 他 側 半 周 部 に 設 け ら れ た 起 毛 布 は 、 前 記 吸 込 口 本 体 の 後 退 時 に 被 清 掃 面 に 接 触 し 、 か
つ 毛 先 が 吸 込 口 本 体 前 方 へ 向 い た 状 態 で 被 清 掃 面 に 接 触 す る 起 毛 を 有 す る こ と を 特 徴 と す
る 吸 込 口 体 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 吸 込 口 体 に お い て 、
前 記 回 動 体 は 、 前 記 吸 込 口 本 体 の 前 進 時 に は 前 進 方 向 に 対 応 し て 順 方 向 に 回 動 さ れ て 被 清
掃 面 と の 間 に 間 隙 を 形 成 し 、 吸 込 口 本 体 前 方 の 外 部 空 間 と 前 記 吸 込 開 口 と を 前 記 間 隙 を 介
し て 連 通 さ せ 、 前 記 吸 込 口 本 体 の 後 退 時 に は 後 退 方 向 に 対 応 し て 順 方 向 に 回 動 さ れ て 被 清
掃 面 に 密 着 し 、 吸 込 口 本 体 前 方 の 外 部 空 間 と 前 記 吸 込 開 口 と の 連 通 を 遮 断 す る こ と を 特 徴
と す る 吸 込 口 体 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 吸 込 口 体 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 電 気 掃 除 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 吸 込 開 口 の 前 方 に 開 口 部 が 形 成 さ れ 、 こ の 開 口 部 に 回 動 体 が 回 動 自 在 に 設 け ら
れ た 吸 込 口 体 、 お よ び こ の 吸 込 口 体 を 用 い た 電 気 掃 除 機 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
一 般 に 電 気 掃 除 機 の 吸 込 口 体 に は 塵 埃 吸 込 室 を 有 す る 吸 込 口 本 体 が 設 け ら れ 、 こ の 吸 込 口
本 体 の 底 面 に は 塵 埃 吸 込 室 へ 連 通 し た 吸 込 開 口 が 形 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な 吸 込 口 体 に
お い て 、 吸 込 開 口 の 前 方 に 開 口 部 が 形 成 さ れ た も の が 知 ら れ て い る 。 吸 込 開 口 の 前 方 に 開
口 部 が 形 成 さ れ て い れ ば 、 掃 除 の 際 に 、 吸 込 口 本 体 を 前 進 さ せ て 、 吸 込 口 本 体 の 前 方 に あ
る 塵 埃 を 開 口 部 を 介 し て 効 率 よ く 吸 い 込 む こ と が で き 、 清 掃 の 作 業 効 率 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
し か し 、 吸 込 開 口 の 前 方 に 形 成 さ れ た 開 口 部 は 吸 込 口 本 体 の 前 進 時 ま た は 後 退 時 の ど ち ら
の 場 合 も 開 口 さ れ た ま ま で あ る の で 、 開 口 部 を 介 し て 吸 込 開 口 へ 流 入 す る 空 気 量 の 分 だ け
吸 込 開 口 で の 空 気 流 速 が 遅 く な り 、 吸 込 開 口 に お け る 吸 引 力 が 低 下 し て 、 塵 埃 を 効 率 よ く
吸 い 込 む こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ こ で 、 外 周 面 の 一 部 に カ ッ ト 面 が 形 成 さ れ た 回 動 体 を 開 口 部 に 回 動 自 在 に 設 け 、 こ の 回
動 体 を 、 吸 込 口 本 体 の 前 進 ま た は 後 退 に 伴 っ て 被 清 掃 面 と の 間 に 生 じ る 摩 擦 力 に よ り 、 回
動 駆 動 さ せ る よ う に し た 吸 込 口 体 が 同 一 出 願 人 か ら 提 案 さ れ て い る 。 こ の 回 動 体 は 、 吸 込
口 本 体 の 前 進 時 に は 前 進 方 向 に 対 応 し て 順 方 向 に 回 動 さ れ て カ ッ ト 面 が 被 清 掃 面 に 対 向 し
、 被 清 掃 面 と の 間 に 間 隙 を 形 成 す る 。 こ れ に よ り 、 吸 込 口 本 体 前 方 の 外 部 空 間 と 吸 込 開 口
と が 間 隙 を 介 し て 連 通 さ れ る た め 、 吸 込 口 本 体 の 前 方 に あ る 塵 埃 を 隙 間 を 介 し て 効 率 よ く
吸 い 込 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 前 記 回 動 体 は 、 吸 込 口 本 体 の 後 退 時 に は 後 退 方 向 に 対 応 し て 順 方 向 に 回 動 さ れ て 被
清 掃 面 に 密 着 し 、 吸 込 口 本 体 前 方 の 外 部 空 間 と 吸 込 開 口 と の 連 通 を 遮 断 す る 。 こ れ に よ り
、 吸 込 口 本 体 の 後 退 時 に 開 口 部 を 介 し て 吸 込 開 口 へ 流 入 す る 空 気 量 が 抑 制 さ れ 、 吸 込 開 口
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に お け る 吸 引 力 低 下 が 防 止 さ れ る の で 、 塵 埃 を 効 率 よ く 吸 い 込 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ で 、 通 常 、 回 動 体 の 外 周 面 に は 、 多 数 の 起 毛 を 有 す る 起 毛 布 が 設 け ら れ て い る 。 こ
の よ う な 起 毛 布 を 回 動 体 の 外 周 面 に 設 け る と 、 清 掃 の 際 に 起 毛 布 の 起 毛 が 被 清 掃 面 に 密 着
す る の で 、 特 に 吸 込 口 本 体 の 後 退 時 の 吸 引 力 を 高 め る こ と が で き 、 さ ら に は 起 毛 に よ っ て
被 清 掃 面 を 拭 き 取 る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
し か し な が ら 、 従 来 で は 、 一 種 類 の 起 毛 布 が 回 動 体 の 外 周 面 全 体 に 設 け ら れ て い る た め に
、 吸 込 口 本 体 を 前 進 ま た は 後 退 さ せ る 際 の 走 行 荷 重 （ 負 荷 ） が 大 き く な る と い う 欠 点 が あ
る 。 す な わ ち 、 起 毛 布 に は 、 起 毛 が 立 っ た 状 態 の も の と 、 起 毛 が 寝 た 状 態 の も の と が あ り
、 前 者 の 起 毛 布 が 設 け ら れ た 回 動 体 で は 、 被 清 掃 面 に 起 毛 が 直 角 に 当 た る の で 、 起 毛 布 と
被 清 掃 面 と の 間 の 摩 擦 抵 抗 に よ り 吸 込 口 本 体 の 走 行 荷 重 が 大 き く な る 。 ま た 、 後 者 の 起 毛
布 が 設 け ら れ た 回 動 体 で は 、 吸 込 口 本 体 の 前 進 ま た は 後 退 の ど ち ら か は 、 毛 先 の 向 き に 逆
ら っ て 吸 込 口 本 体 を 移 動 さ せ る こ と に な り 、 こ の 場 合 も 走 行 荷 重 が 大 き く な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 課 題 は 、 吸 込 口 本 体 の 前 進 時 お よ び 後 退 時 に 生 じ る 走 行 荷 重 を 軽 減 さ せ る こ と の
で き る 吸 込 口 体 、 お よ び そ の 吸 込 口 体 を 有 す る 電 気 掃 除 機 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 特 徴 は 、 起 毛 布 の 起 毛 の 方 向 性 を 考 慮 し つ つ 、 起 毛
布 を 回 動 体 に 設 け た こ と で あ る 。 例 え ば 、 本 発 明 は 、 塵 埃 吸 込 室 が 設 け ら れ 且 つ 底 面 に 前
記 塵 埃 吸 込 室 へ の 吸 込 開 口 が 設 け ら れ た 吸 込 口 本 体 と 、 前 記 吸 込 開 口 の 前 方 に 回 動 自 在 に
設 け ら れ 、 吸 込 口 本 体 の 移 動 に 伴 っ て 被 清 掃 面 と の 間 に 生 じ る 摩 擦 力 に よ り 回 動 駆 動 さ れ
る 回 動 体 と を 備 え 、 前 記 回 動 体 の 外 周 面 に は 、 回 動 体 の 円 周 方 向 に 沿 っ て 一 側 半 周 部 と 他
側 半 周 部 に 分 割 さ れ て 起 毛 布 が 設 け ら れ 、 前 記 一 側 半 周 部 に 設 け ら れ た 起 毛 布 は 、 前 記 吸
込 口 本 体 の 前 進 時 に 被 清 掃 面 に 接 触 し 、 か つ 毛 先 が 吸 込 口 本 体 後 方 へ 向 い た 状 態 で 被 清 掃
面 に 接 触 す る 起 毛 を 有 し 、 前 記 他 側 半 周 部 に 設 け ら れ た 起 毛 布 は 、 前 記 吸 込 口 本 体 の 後 退
時 に 被 清 掃 面 に 接 触 し 、 か つ 毛 先 が 吸 込 口 本 体 前 方 へ 向 い た 状 態 で 被 清 掃 面 に 接 触 す る 起
毛 を 有 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
上 記 構 成 に よ れ ば 、 吸 込 口 本 体 の 前 進 時 に は 回 動 体 の 一 側 半 周 部 が 被 清 掃 面 に 接 触 し 、 吸
込 口 本 体 の 後 退 時 に は 回 動 体 の 他 側 半 周 部 が 被 清 掃 面 に 接 触 す る 。 こ の と き 、 一 側 半 周 面
に 設 け ら れ た 起 毛 布 の 起 毛 は 、 毛 先 が 吸 込 口 本 体 後 方 へ 向 い た 状 態 で 被 清 掃 面 に 接 触 し 、
他 側 半 周 面 に 設 け ら れ た 起 毛 布 の 起 毛 は 、 毛 先 が 吸 込 口 本 体 前 方 へ 向 い た 状 態 で 被 清 掃 面
に 接 触 す る の で 、 吸 込 口 本 体 を 前 進 ま た は 後 退 さ せ た 際 の 、 起 毛 布 の 起 毛 と 被 清 掃 面 と の
間 の 摩 擦 抵 抗 を 低 減 さ せ る こ と が で き 、 吸 込 口 本 体 の 走 行 荷 重 の 軽 減 を 図 る こ と が 可 能 と
な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 従 っ て 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 電 気 掃 除 機 の 全 体 斜 視 図 で あ る 。 図 １ に お い て 、 １ は 掃 除 機 本 体 、
２ は 掃 除 機 本 体 １ の 図 示 し て な い 集 塵 室 に 配 設 さ れ た 紙 パ ッ ク フ ィ ル タ 等 の 集 塵 袋 、 ３ は
掃 除 機 本 体 １ の 後 部 内 に 設 け ら れ て 集 塵 室 に 吸 込 負 圧 を 作 用 さ せ る 電 動 送 風 機 で あ る 。 ま
た 、 ４ は 掃 除 機 本 体 １ に 接 続 さ れ て 集 塵 袋 ２ に 連 通 し た 集 塵 ホ ー ス 、 ５ は 集 塵 ホ ー ス ４ の
自 由 端 部 に 設 け ら れ た 手 元 操 作 管 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の 手 元 操 作 管 ５ に は 操 作 パ ネ ル ６ が 設 け ら れ 、 ま た 操 作 パ ネ ル ６ に は 電 動 送 風 機 ３ の 吸
込 風 量 を 選 択 す る ス イ ッ チ 等 が 設 け ら れ て い る 。 さ ら に 、 手 元 操 作 管 ５ に は 、 延 長 管 ７ を
介 し て 吸 込 口 体 １ ０ が 接 続 さ れ て い る 。 吸 込 口 体 １ ０ は 、 左 右 に 伸 び る 吸 込 口 本 体 １ １ と
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、 吸 込 口 本 体 １ １ の 後 部 に 装 着 さ れ た 接 続 管 ８ を 有 す る 。 こ の 接 続 管 ８ は 延 長 管 ７ に 接 続
さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
（ 実 施 の 形 態 １ ）
図 ２ ～ 図 ８ は 実 施 の 形 態 １ を 示 し て い る 。 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 吸 込 口 本 体 １ １ は 、
図 ５ ま た は 図 ６ に 示 す よ う に 外 側 に 本 体 ケ ー ス １ ２ が 設 け ら れ 、 こ の 本 体 ケ ー ス １ ２ は 、
下 部 ケ ー ス １ ３ と 、 こ の 下 部 ケ ー ス １ ３ 上 に 結 合 さ れ る 上 部 ケ ー ス １ ４ 等 か ら 構 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
下 部 ケ ー ス １ ３ の 底 面 に は 、 塵 埃 を 吸 引 す る 吸 込 開 口 １ ５ が 開 口 さ れ て お り 、 こ の 吸 込 開
口 １ ５ に 回 転 ブ ラ シ １ ６ が 回 転 可 能 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の 回 転 清 掃 体 １ ６ は ブ レ ー ド １
６ Ａ お よ び ブ ラ シ １ ６ Ｂ を 有 し 、 吸 込 口 本 体 １ １ 内 に 設 け ら れ た モ ー タ （ 図 示 省 略 ） に よ
り 回 転 駆 動 さ れ る 。 な お 、 図 ２ で は 回 転 ブ ラ シ １ ６ は 省 略 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 下 部 ケ ー ス １ ３ の 底 面 に は 、 吸 込 口 本 体 １ １ の 移 動 に 伴 っ て 回
転 す る 検 知 ロ ー ラ １ ７ が 設 け ら れ 、 こ の 検 知 ロ ー ラ １ ７ の 回 転 方 向 に よ っ て 吸 込 口 本 体 １
１ の 前 進 や 後 退 が 検 知 さ れ る 。 そ し て 、 検 知 ロ ー ラ １ ７ で の 検 知 結 果 に 基 づ い て 前 記 モ ー
タ の 回 転 方 向 が 制 御 さ れ る 。 ま た 、 下 部 ケ ー ス １ ３ の 後 部 に は 後 輪 １ ８ （ 図 ５ ま た は 図 ６
参 照 ） が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 実 施 の 形 態 で は 、 吸 込 開 口 １ ５ の 前 方 に 回 動 体 ２ ０ が 回 動 自 在 に 設 け ら れ て い る 。 吸 込
口 本 体 １ １ の 前 部 先 端 に は 、 吸 込 口 本 体 １ １ 前 方 の 外 部 空 間 に 連 通 す る 凹 所 ２ １ が 形 成 さ
れ 、 回 動 体 ２ ０ は 凹 所 ２ １ 内 に 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 凹 所 ２ １ と 吸 込 開 口 １ ５ と の 間 に
は 縦 壁 ２ ２ が 設 け ら れ 、 こ の 縦 壁 ２ ２ の 下 端 面 は 被 清 掃 面 Ｍ と の 間 に 隙 間 Ｇ を 形 成 し て い
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
回 動 体 ２ ０ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 両 端 部 と 中 央 部 に 平 坦 面 ２ ３ ， ２ ４ ， ２ ５ が 形 成 さ れ
た 円 柱 形 状 を な し 、 平 坦 面 ２ ３ と ２ ５ と の 間 に 凸 部 ２ ６ が 、 平 坦 面 ２ ４ と ２ ５ と の 間 に 凸
部 ２ ７ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。 回 動 体 ２ ０ の 両 端 面 に は 支 軸 ２ ８ ， ２ ９ が 設 け ら れ 、
こ れ ら 支 軸 ２ ８ ， ２ ９ は 吸 込 口 本 体 １ １ の 前 記 凹 所 ２ １ の 両 壁 面 ３ ３ ， ３ ４ （ 図 ７ お よ び
図 ８ 参 照 ） に 回 動 自 在 に 取 り 付 け ら れ る 。 ま た 、 回 動 体 ２ ０ に は 、 平 坦 面 ２ ３ ， ２ ４ ， ２
５ を 除 い た 外 周 面 に 、 ２ つ に 分 割 さ れ た 起 毛 布 ３ ０ ， ３ １ が 貼 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ４ は 、 図 ３ の Ａ － Ａ 線 に 沿 っ た 断 面 を 示 し 、 平 坦 部 ２ ５ を 下 方 に 向 け た 場 合 の 断 面 図 で
あ る 。 な お 、 図 ４ に お い て 、 右 側 は 回 動 体 ２ ０ を 有 す る 吸 込 口 本 体 後 方 で あ り 、 左 側 は 吸
込 口 本 体 前 方 で あ る 。 起 毛 布 ３ ０ は 回 動 体 ２ ０ の 円 周 方 向 に 沿 っ て 一 側 半 周 部 ａ に 設 け ら
れ 、 起 毛 布 ３ １ は 回 動 体 ２ ０ の 円 周 方 向 に 沿 っ て 他 側 半 周 部 ｂ に 設 け ら れ て い る 。 起 毛 布
３ ０ は 起 毛 ３ ０ Ａ を 有 し 、 こ の 起 毛 ３ ０ Ａ は 毛 先 が 吸 込 口 本 体 後 方 へ 向 い た 状 態 で 被 清 掃
面 Ｍ に 接 触 す る 。 ま た 、 起 毛 布 ３ １ は 起 毛 ３ １ Ａ を 有 し 、 こ の 起 毛 ３ １ Ａ は 毛 先 が 吸 込 口
本 体 前 方 へ 向 い た 状 態 で 被 清 掃 面 Ｍ に 接 触 す る （ 図 ６ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 図 ７ お よ び 図 ８ に 示 す よ う に 、 凹 所 ２ １ の 両 壁 面 ３ ３ （ ３ ４ は 反 対 側 の 壁 面 ） に は
円 弧 溝 ３ ５ が 形 成 さ れ 、 こ の 円 弧 溝 ３ ５ に は 、 回 動 体 ２ ０ の 両 端 面 に 設 け ら れ た 突 起 ３ ６
（ 図 ３ 参 照 ） が 嵌 合 し て い る 。 こ れ に よ り 、 回 動 体 ２ ０ の 回 動 角 度 は 、 図 ６ に 示 す よ う に
９ ０ 度 の 範 囲 に 規 制 さ れ て い る 。 な お 、 図 ７ お よ び 図 ８ に お い て 、 ３ ７ は 回 動 体 ２ ０ 両 端
面 の 支 軸 ２ ８ ， ２ ９ の 軸 受 孔 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
さ ら に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 下 部 ケ ー ス １ ３ の 前 端 部 に は 、 回 動 体 ２
０ を 挟 ん で 両 側 に カ ッ ト 部 １ ３ Ａ ， １ ３ Ｂ が 形 成 さ れ 、 吸 込 口 本 体 １ １ を 勢 い 良 く 前 進 さ
せ て も ゴ ミ が 詰 ま ら な い よ う に な っ て い る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
上 記 構 成 に お い て 、 吸 込 口 本 体 １ １ を 前 進 さ せ る と 、 図 ５ の よ う に 、 回 動 体 ２ ０ は 被 清 掃
面 Ｍ に 密 着 し て 前 進 方 向 に 対 応 し て 順 方 向 （ 矢 印 で 示 す 反 時 計 回 り 方 向 ） に 回 動 駆 動 さ れ
、 平 坦 面 ２ ５ を 下 方 に 向 け た 状 態 と な る 。 こ の と き 、 回 動 体 ２ ０ は 、 他 側 半 周 部 ｂ が 被 清
掃 面 Ｍ に 接 触 し て い る と き は 、 起 毛 布 ３ １ と 被 清 掃 面 Ｍ と の 間 に 生 じ る 摩 擦 力 に よ り 、 吸
込 口 本 体 １ １ の 前 進 方 向 に 対 応 し て 順 方 向 に 容 易 に 回 動 す る 。 ま た 、 一 側 半 周 部 ａ が 被 清
掃 面 Ｍ に 接 触 し て い る と き は 、 起 毛 布 ３ ０ の 起 毛 ３ ０ Ａ は 毛 先 が 吸 込 口 本 体 後 方 へ 向 い た
状 態 で 被 清 掃 面 Ｍ に 接 触 す る の で 、 起 毛 布 ３ ０ と 被 清 掃 面 Ｍ と の 間 の 摩 擦 力 は 小 さ く な り
、 こ れ に よ り 、 吸 込 口 本 体 １ １ 前 進 時 の 走 行 荷 重 を 軽 減 す る こ と が で き る 。 な お 、 吸 込 口
本 体 １ １ を 前 進 さ せ た と き 、 回 動 体 ２ ０ 両 端 面 の 突 起 ３ ６ が 円 弧 溝 ３ ５ に 案 内 さ れ て 、 回
動 体 ２ ０ は 図 ７ に 示 し た 状 態 で 回 動 が 止 ま り 、 こ れ 以 上 は 回 動 し な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
吸 込 口 本 体 １ １ を 後 退 さ せ る と 、 図 ６ の よ う に 、 回 動 体 ２ ０ は 被 清 掃 面 Ｍ に 密 着 し て 後 退
方 向 に 対 応 し て 順 方 向 （ 矢 印 で 示 す 時 計 回 り 方 向 ） に 回 動 駆 動 さ れ 、 平 坦 面 ２ ５ を 前 方 に
向 け た 状 態 と な る 。 こ の と き 、 回 動 体 ２ ０ は 、 一 側 半 周 部 ａ が 被 清 掃 面 Ｍ に 接 触 し て い る
と き は 、 起 毛 布 ３ ０ と 被 清 掃 面 Ｍ と の 間 に 生 じ る 摩 擦 力 に よ り 、 吸 込 口 本 体 １ １ の 後 退 方
向 に 対 応 し て 順 方 向 に 容 易 に 回 動 す る 。 ま た 、 他 側 半 周 部 ｂ が 被 清 掃 面 Ｍ に 接 触 し て い る
と き は 、 起 毛 布 ３ １ の 起 毛 ３ １ Ａ は 毛 先 が 吸 込 口 本 体 前 方 へ 向 い た 状 態 で 被 清 掃 面 Ｍ に 接
触 す る の で 、 起 毛 布 ３ １ と 被 清 掃 面 Ｍ と の 間 の 摩 擦 力 は 小 さ く な り 、 こ れ に よ り 、 吸 込 口
本 体 １ １ 後 退 時 の 走 行 荷 重 を 軽 減 す る こ と が で き る 。 な お 、 吸 込 口 本 体 １ １ を 後 退 さ せ た
と き 、 回 動 体 ２ ０ 両 端 面 の 突 起 ３ ６ が 円 弧 溝 ３ ５ に 案 内 さ れ て 、 回 動 体 ２ ０ は 図 ８ に 示 し
た 状 態 で 回 動 が 止 ま り 、 こ れ 以 上 は 回 動 し な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 吸 込 口 本 体 １ １ の 走 行 荷 重 を 軽 減 す る こ と が で き る の で 、 掃 除 を
比 較 的 楽 に 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
（ 実 施 の 形 態 ２ ）
図 ９ ～ 図 １ ２ は 実 施 の 形 態 ２ を 示 し て い る 。 本 実 施 の 形 態 に は 、 完 全 な 円 柱 形 状 の 回 動 体
４ ０ が 設 け ら れ て い る 。 回 動 体 ４ ０ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 完 全 な 円 柱 を な し て お り 、 そ
の 両 端 面 に は 支 軸 ４ １ ， ４ ２ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 回 動 体 ４ ０ の 両 端 面 に は 、 図 ７ お
よ び 図 ８ で 示 し た 円 弧 溝 ３ ５ に 嵌 合 可 能 な 突 起 ４ ３ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
回 動 体 ４ ０ の 外 周 面 に は 、 ２ つ に 分 割 さ れ た 起 毛 布 ４ ４ ， ４ ５ が 貼 り 付 け ら れ て い る 。 図
１ ０ は 、 図 ９ の Ｂ － Ｂ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ り 、 こ の 図 に お い て 、 右 側 は 回 動 体 ４ ０ を 有
す る 吸 込 口 本 体 後 方 で あ り 、 左 側 は 吸 込 口 本 体 前 方 で あ る 。 起 毛 布 ４ ４ は 回 動 体 ４ ０ の 円
周 方 向 に 沿 っ て 一 側 半 周 部 ｃ に 設 け ら れ 、 起 毛 布 ４ ５ は 回 動 体 ４ ０ の 円 周 方 向 に 沿 っ て 他
側 半 周 部 ｄ に 設 け ら れ て い る 。 起 毛 布 ４ ４ は 起 毛 ４ ４ Ａ を 有 し 、 こ の 起 毛 ４ ４ Ａ は 毛 先 が
吸 込 口 本 体 １ １ 後 方 側 へ 向 い た 状 態 で 被 清 掃 面 Ｍ に 接 触 す る 。 ま た 、 起 毛 布 ４ ５ は 起 毛 ４
５ Ａ を 有 し 、 こ の 起 毛 ４ ５ Ａ は 毛 先 が 吸 込 口 本 体 １ １ 前 方 側 へ 向 い た 状 態 で 被 清 掃 面 Ｍ に
接 触 す る （ 図 １ ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
本 実 施 の 形 態 の 構 成 に お い て も 、 実 施 の 形 態 １ の 場 合 と 同 様 、 吸 込 口 本 体 １ １ の 前 進 時 に
起 毛 布 ４ ４ と 被 清 掃 面 Ｍ と の 間 の 摩 擦 抵 抗 、 お よ び 吸 込 口 本 体 １ １ の 後 退 時 に 起 毛 布 ４ ５
と 被 清 掃 面 Ｍ と の 間 の 摩 擦 抵 抗 を 低 減 す る こ と が で き 、 こ れ に よ っ て 、 吸 込 口 本 体 １ １ の
走 行 荷 重 を 軽 減 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 吸 込 口 本 体 の 前 進 時 お よ び 後 退 時 に 起 毛 布 の 起 毛
と 被 清 掃 面 と の 間 に 生 じ る 摩 擦 抵 抗 を 低 減 さ せ る こ と が で き る の で 、 吸 込 口 本 体 の 走 行 荷
重 を 軽 減 す る こ と が 可 能 と な る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 電 気 掃 除 機 の 全 体 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 の 形 態 １ に よ る 吸 込 口 本 体 の 底 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 回 動 体 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の Ａ － Ａ 線 に 沿 っ た 断 面 を 示 し 、 平 坦 部 を 下 に し た 場 合 の 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ２ に 示 し た 吸 込 口 本 体 の 前 進 時 に お け る 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ２ に 示 し た 吸 込 口 本 体 の 後 退 時 に お け る 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 回 動 体 の 回 動 角 度 を 規 制 す る 機 構 を 説 明 し た 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 回 動 体 の 回 動 角 度 を 規 制 す る 機 構 を 説 明 し た 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 実 施 の 形 態 ２ に よ る 回 動 体 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ の Ｂ － Ｂ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 ９ の 回 動 体 を 有 す る 吸 込 口 本 体 の 前 進 時 に お け る 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 ９ の 回 動 体 を 有 す る 吸 込 口 本 体 の 後 退 時 に お け る 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 掃 除 機 本 体
１ ０ 　 吸 込 口 体
１ １ 　 吸 込 口 本 体
１ ５ 　 吸 込 開 口
２ ０ 　 回 動 体
２ ５ 　 平 坦 面
３ ０ ， ３ １ 　 起 毛 布
３ ０ Ａ ， ３ １ Ａ 　 起 毛
４ ０ 　 回 動 体
４ ４ ， ４ ５ 　 起 毛 布
４ ４ Ａ ， ４ ５ Ａ 　 起 毛
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

(7) JP 2004-49776 A 2004.2.19



【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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